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２．施策の役割分担

３．評価結果

2 年度

2

■2

くらし安全課

総合計画
体系

政策名 快適な生活環境の里づくり 年度課長名 小原　克則

関係課名     シート作成者 山本　翔大

→

→

→

鏡　野　町

の

評価結果

③住民の期待水準との比較 （住民の期待よりも高い水準か、低い水準か、どんな意見や要望が寄せられているか？）

　町民の交通安全施設等整備に対する要望は多数あるものの、設置基準等により全ての要望に対応することは困難
な状況にある。
　また、犯罪被害にあう不安を感じている町民の割合は、前年度と比較して微増傾向にあり、近年の犯罪は多様化し
ており、情報発信等の推進が必要。

２．施策の成果実績に対する 年度の取組や目標達成度
年度の主な取組の成果（改革改善した取組、目標の達成度は？）

　交通安全施設については前年同様、区長申請を受けて設置箇所を調査し設置を行った。(令和2年度新設：7件・更
新：3件)
　防犯対策では、防犯灯設置助成金の活用による防犯灯を設置(令和2年度32件)し、少年警察協助員等との連携に
より地域の見守り活動を行う安全・安心まちづくり事業や啓発活動を行った。
　令和２年度からの新規事業として、後付けブレーキ補助金交付事業（交付件数：17件）と防犯機能付き電話機の購
入補助金交付事業（交付件数：20件）を行った。

３．施策の今後の課題と改革改善の方向 （うまくいかなかった取組や事務事業は？その原因は？）

124.7%

⑤成果指標
設定の考え方

　住民や町内道路利用者等が交通事故から身を守り、犯罪による
被害に遭わないことを意図しているため、交通事故件数、交通違
反件数、犯罪発生件数(刑法犯認知件数)及び生活安全上不安を
感じている町民の割合を成果指標とした。

施策成果向上
に向けた

住民と行政との
役割分担

①住民の役割　（自助・共助・協働でやるべきこと）

交通法規を順守し、安全に努めることは住民が果たすべき責務で
ある。
また、防犯については「自分の身は自分で守る」という日頃からの
意識を基に取り組んでいく必要がある。

１．施策の成果水準とその背景・要因
①成果指標の時系列比較 （成果は向上したか？低下したか？要因は？）

　直近3年間の事故件数及び違反者は、人口１万人あたりの件数として、岡山県内でも高い水準(少ない)にある。しか
し、交通事故による被害者は全国的にも高齢者が多いことから交通安全教室を通じて、住民一人ひとりの意識の向
上が望まれる。
　また、犯罪件数も減少しており町内における治安は向上されている。犯罪にあう不安を感じている町民の割合は微
増しており、近年の特殊詐欺等に対し住民は不安を感じているものと思われる。
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①施策の対象（誰、何が対象か）　　 ③対象指標(対象の数・規模）
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②他団体との比較 （近隣市町、県・国の平均と比べて成果水準は高いのか、低いのか、その背景・要因は？）

　人口１万人あたりの交通事故発生件数は、鏡野町は5.54件であり、岡山県内でも少ない件数となっている。また、近
隣市町(津山市：20.96件・美咲町：21.45件・勝央町：16.32件・久米南町：12.92件)と比較しても低い値となっている。
　人口１万人あたりの町内の犯罪発生件数は件数は、鏡野町は15.04件であり、岡山県内でも少ない件数となってい
る。また、近隣市町(津山市：40.12件、美咲町：19.97件、勝央町：29.93件、久米南町：19.39件)と比較しても低い値に
なっている。
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②施策の意図（対象をどうしたいのか） ④成果指標（意図の達成度）

→

　交通安全対策については、事故件数及び違反者数共に、岡山県内でも高い水準(少ない)だが、高齢者が被害にあう事故が7件中5件あり
依然として高齢者及び小学生等への交通ルール、マナーの啓発が必要である。
　防犯対策においても、最新の手口等の情報収集を行い、広報紙や町ホームページ等を活用して住民への情報提供を行う。また、安全・安
心ネットワーク等による地域組織を活用し住民主体で自発的な活動がなされるように支援の在り方を検討する必要がある。

ウ

②行政の役割　（町・都道府県・国がやるべきこと）

　交通安全と防犯についての啓発活動、組織育成及び適時適切な情報
提供を実施する。また、施設・設備の整備については、県と町が連携又
は共同して実施する。
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